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【令和５(2023)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、金属酸化物ナノワイヤ表面に分子形状を記憶させ、これが多様な分子群に対し堅牢な分子

識別機能を持つことを実証するとともに、ケモレジスタセンサと組み合わせ、集積化ハイブリッド分子

センサの構築を当面の目標としながら、最終的には、集積化センサの 1024 個のアレイ化を目指してい

る。 

（意見等） 

 研究目的に沿った３つのアプローチ、堅牢かつ分子識別機能を持つ金属酸化物ナノワイヤの開

発、集積化ハイブリッドセンサチップの開発、1024 個の集積化センサアレイの開発実証、全てに

おいて目標を達成したものと判断する。同時に、堅牢な分子識別機能を生み出すメカニズムとし

て、分子 CH 基と極性を持つ酸化物表面間のファンデルワールス相互作用であることを実験的・

理論的に解明したとともに、新しい材料設計原理を提示した点に学術的意義があると評価でき

る。 
 


